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平成 28年５月 23日 

各      位 

会 社 名  シ ダ ッ ク ス 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役会長兼社長 志 太  勤 一 

（JASDAQ コード番号 ４８３７ ） 

問合せ先  常務取締役 管理本部長 兼 IR 担当 

若 狭  正 幸 

（TEL．０３－５７８４－８９０９ ） 

 

資本準備金の額の減少及び剰余金の処分に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28 年 5 月 23 日開催の取締役会において、「資本準備金の額の減少の件」について、平

成 28 年 6 月 29 日開催予定の第 15 回定時株主総会に付議することを決議いたしましたのでお知らせい

たします。 

 

記 

 

１． 資本準備金の額の減少の目的 

会社法第 448 条第 1項の規定に基づく資本準備金の額の減少（資本準備金の一部取崩）及びこれに 

  伴うその他資本剰余金の額の増加（その他資本剰余金への振替）を行うことにより、配当原資（分配

可能額）の準備その他今後の柔軟かつ機動的な資本政策に備えるものであります。 

   なお、本付議事項が下記株主総会において可決承認された場合、当該株主総会終了後に開催を予定

している取締役会において、会社法第 459 条及び当社定款第 42条の規定に基づき、1株につき 15円（1

単元につき 1,500 円）の配当を決定する予定です。 

 

２． 資本準備金の額の減少の額 

資本準備金の額 10,186,465,943 円のうち、5,500,000,000 円を減少します。なお、減少後の資本準 

備金の額は、4,686,465,943 円となります。 

 

３． 資本準備金の額の減少の日程 

(1)取 締 役 会 決 議 日        平成 28年 5月 23日 

(2)債権者異議申述催告公告日        平成 28年 5月 24日（予定） 

(3)債権者異議申述最終期日        平成 28年 6月 24日（予定） 

(4)定 時 株 主 総 会 決 議 日        平成 28年 6月 29日（予定） 

(5)効 力 発 生 日        平成 28年 6月 29日（予定） 
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４． 剰余金の処分の目的及び内容 

上記株主総会において資本準備金の額の減少に関する付議事項が可決承認された場合、その他資本 

剰余金の額が増加することになりますが、当該株主総会終了後に開催を予定している取締役会におい

て、会社法第 459 条及び当社定款第 42条の規定に基づき、会社法第 452 条の規定に基づく剰余金の処

分としてその他資本剰余金の額を減少させ、その他利益剰余金のうち、繰越利益剰余金への振替を行

い、繰越損失を解消する旨の決定を行う予定です。 

 

（１）増 加 す る 剰 余 金 の 項 目    繰越利益剰余金 

（２）減 少 す る 剰 余 金 の 項 目   その他資本剰余金 

（３）処分する各剰余金の項目に係る金額    繰越利益剰余金  4,341,897,678 円 

                      その他資本剰余金  4,341,897,678 円 

 

５． 今後の見通し 

当該資本準備金の額の減少が、当社の業績に直接与える影響はありません。 

なお、上記の内容につきましては、平成 28年 6月 29日に開催を予定している当社定時株主総会に 

おいて、「資本準備金の額の減少の件」が承認されることを条件といたします。 

 

 

以 上 

 


